
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 No.９ 

特 集 

『登米市のお宝』 

地域での日々のつながりや交流は、支え合いの基盤であり“宝物”です。 

おたがいさま 
～たすけ合い・ささえ合い・おらほの宝～ 

【登米市生活支援体制整備事業広報誌】 

困ったときは“おたがいさま” 

「いしこし助け合いサービス」スタート！ 
石越町では、高齢者を中心とした外出困難な方への支援策として、「いしこし助

け合いサービス」を令和元年１０月１日からスタートしました。 

いしこし助け合いサービスは、登米市社協石越デイサービスの送迎車輌を空き時

間にお借りし、協力会員が付添いの支援を行うものです。 

「自分達にできることは何か」、「将来の私達にも必要な活動は何か」話し合い

を重ねた末にたどり着いた、住民互助の取り組みです。（詳細は２ページ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったときは“おたがいさま” 

登米市生活支援体制整備事業第二層中田・石越圏域協議体石越地区連絡会では、「足腰が弱くなった

り、免許を返納して車が運転できなくなったりして、生活でのちょっとした困りごとがあっても手伝ってくれる

人がいない…」などの地域課題に対し、自分達にできる取り組みは何か？検討を重ねてきました。 

その結果、登米市社協石越デイサービスの送迎車輌を空き時間にお借りし、住民の皆さんの参加と協力

により“おたがいさまの精神”でお手伝いする、住民互助の助け合いサービスが生まれました。 

利用する方も協力する方も会員登録をしていただき、必要に応じたサービスを提供します。 

石越町の住民による、住民のための、会員制の助け合い活動です。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

会員の対象者 

種 類 対象者 

利用会員 
石越町に在住し、事業の趣旨に賛同いただき、尚且つ 60 歳以上で車の運転がで

きなく、支援を必要とされる方。 

協力会員 
事業の趣旨に賛同いただき、助け合いの精神でご協力いただける方 

（付添い介助、車輌の運転、軽微な生活支援、事務局の運営支援等） 

※サービスを利用するには、会員登録（許可）、同意書への署名が必要です。 

サービスの内容 
協力会員が利用会員に対して、生活支援サービスを行います。 

・病院等への通院付添い支援。 

・買い物への付添い支援。 

・金融機関への付添い支援。 

・その他、ちょっとした困りごとのお手伝い。 

利用会員会費及び利用料 

年会費 １人/１，０００円（事務諸経費・保険料） 

利用料 
町内…１００円  町外…２００円 （1回 1時間程度とします。） 

※主な目的地は、石越町、中田町、迫町、若柳町とします。 

 
利用日時 
月曜日から金曜日（土日祝日・年末年始を除く） 

午前８時３０分から午後３時まで 

１人、月２回まで

利用できます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

相談・お問合せは、 

登米市生活支援体制整備事業 

第二層中田・石越圏域協議体 石越地区連絡会 

いしこし助け合いサービス事務局 

電話 ０２２８ -３４ -2501 

利用される方、 

協力いただける方を 

募集中です!! 

随時申請可能です。 

申込書の配布、お問合せは左記まで!! 
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～地域支え愛～ 

 
生活支援体制整備事業 

迫 圏 域 

 

 

取材・編集：迫圏域担当 生活支援コーディネーター 高清水 智恵子 

 

  

さわやか会は平成２１年に発足して以来、毎月開催

し、今年で１０年目の活動です。東日本大震災後に、移

住された方も今では自然に溶け込み、介護予防に繋が

るレクリエーションなどを一緒に楽しんでいます。 

 

ます。 

 

平成３０年１１月に集会所が新設され、住民の集まる場が

増えています。そこで今年初の試みとして、自治会主催で

「納涼祭」が開催され、子どもから高齢者まで多くの方が交

流しました。現在は、週１回のペースで集会所が利用され、

住民の皆さんの憩いの場として有効活用されています。 

 

救急医療の現場では秒単位の差が生死を分けることも

少なくありません。生存率を高めるには、既往症や服用薬

などの情報を医療現場に正確に早く伝えることがポイント

になります。「命のバトン」とは、緊急時に必要な医療情報

を専用容器に入れ、冷蔵庫に保管し、迅速な救急活動に

役立てます。みんなで守り、支え合う地域づくりを目指して

います。(文責：門脇区長) 

 

ミ二デイの開催時、食改の皆さんが１品１品手作りで、

地元の野菜をふんだんに取り入れた昼食を提供していま

す。毎日の元気は、バランスの良い食生活が要。野菜を

意識した食事づくりのアドバイスなどを行いながら、健康

の輪を広めています。 

生活支援コーディネーター です！ 
１１月１４日(木)、梅ノ木グリーンパークを会場に、おでってｎｅｔ杯第 2 回グラウンド・ゴ

ルフ迫町交流大会が開催されました。当日は小雨模様の中、228 名が参加。地域内外の輪を広

げ、良い親睦と交流になりました。今年の総合優勝もなんと“女性”頼もしいものですね☆ 
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生活支援体制整備事業 

登米・東和圏域 

～明日も元気で～ 
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( )  

 

 

錦織 1 区で新たにミニデイが立ち上がりまし

た。なつかしい再会もあったようで話に花が咲きま

した。こうした交流の場が地域の絆を深めます。集

会所までは遠いけど、近所での集まりなら気軽に

立ち寄れるのは、うれしいポイントですね。 

 

社会福祉協議会東和支所初の懇談会を開催しま

した。地域で気になっていることや、できそうなことに

ついて話し合いました。いただいた貴重な声を今後

の地域づくりに反映していきたいと思います。帰りに

は、移動販売車の買い物体験を楽しまれました。 

 

米谷地区を活性化させようと昨年有志で立ち上

げた「米谷のみらい」。春の「さくら祭」に続いて交

流会を開催し、住民同士の顔合わせと米谷に対す

る思いを話し合いました。若い世代が考える新たな

地域づくりにワクワクしました。 

 

子どもたちの安全を守りたい！と地域の有志で自

主的に始まった登下校時の見守り活動。今では花

壇清掃まで行っています。地域と学校の連携はもち

ろん、何より子どもたちの元気な声が隊員の大きな

活力になっているようです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 取材・編集：登米･東和圏域担当 生活支援コーディネーター 及川 咲笑 

( )  

 

 

「さわやか会」（上館ミニデイ）で地域の自慢を教え

ていただきました。ミニデイの他にもいきいき元気体

操、脳トレ教室、上館婦人会の活動があり、密にコミュ

ニケーションを取っています。皆さんは、「みんなに会

えるのが一番の楽しみ！」と話されていました。 

SAND COAT Mosuperio 

駅前通りの道路沿いに現れるビーチ、気になった方

もいるのではないでしょうか。ビーチサッカーチーム

「モスぺリオ東北」が練習を行っています。コートの外

でも近所の方の見守りや、ボランティア活動、復興イ

ベント等地域貢献に汗を流す若い力です。 

 

登米町老人クラブ連合会の第 40回スポーツ大会

が行われました。健康づくりと会員の交流を図ること

を目的としています。真剣に、時に笑いありの中、競技

に取り組んでいました。また、終わったあとの慰労会も

皆さんの楽しみの一つです。 

 

「とよまさんぽランドカフェ」が３地区で開催され６０

名近くの方が参加されました。ペタンクは初めての方

も多かったようですが、すぐにコツを覚え、にぎやかに

対戦を楽しみました。一味違った体験型さんぽランド

カフェはいかがでしたか？ 

広報誌の発行に際し、ご協力いただいた皆さんありがとうございました。どの活動にお邪魔

しても、活気や笑顔が溢れ楽しかったです。今後はさらに出会った地域のお宝を繋いでいける

よう努めます。活動を紹介したい方はお気軽にお声がけ下さい。 

 

生活支援コーディネーター です！ 
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上沼新田では、子供から高齢者まで参加できるユ

ニカール大会を今年も開催しています。試合になると

参加者は真剣そのもの。一投ごとに歓声が上がりま

す。普段、会えない人とゲームを楽しみながら、地域の

つながりの場となっています。 

 

お雛様、七夕様、そして１２月にはクリスマス会と、

一年を通して地域の高齢者と子どもたちが交流を

しています。参加した子供たちは、散歩している時

などに出会うと元気な声であいさつをしてくれるよ

うになりました。子どもたちから元気をもらい、春の

お雛様会を楽しみにしています。 

  

男前ダンベルが依頼を受け、小島ミニデイサービ

スに参上しました！玄米ダンベルの「にぎにぎ体操 12

ポーズ」を参加者の皆さんに伝授。楽しいトークとダ

ンベルで、センター内に笑い声が響き渡りました。健

康づくり・生きがいづくりの伝導師として活躍が期待

されます。 

 

加賀野二区では、ミニデイサービスの２回目とし

てお茶っこ飲み会を開催しています。地域の方々が

手料理を持ち寄るなどして交流を楽しんでいます。

お世話人さんが皆さんに楽しんでもらえるよう工夫

を凝らしながら開催しています。 

※旗は社協中田支所にて貸出を行っています。 

生活支援体制整備事業 

中田・石越圏域 

～支え合い～ 

かわりねすか 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 取材・編集：中田・石越圏域担当 生活支援コーディネーター 鈴木 徳一 

 

 

  

七福神会では、老人クラブとミニデイ会員の教養

講座として映画「ひとりじゃない」の上映会を行いま

した。昔と比べるとご近所づきあいが希薄になって

きている昨今、この映画を通して地域の交流やつな

がりを見つめ直す良いきっかけづくりになりました。 

  1  

米や野菜を味わうこの日、集会所内は、さんまの塩

焼きや里芋入りの豚汁などの香りでいっぱいです。

「私はこっちの方がおいしいわ」皆さん笑顔がこぼれ

ます。昔の苦労話に花が咲き、「近所のつながりを深め

ような～」と、思いを一つにしました。 

  

第十老人クラブでは毎年地域の奉仕作業を行っ

ています。作業終了後に集会所で、皆さんでお茶っ

こ飲みをしています。１２月には、恒例のしめ縄づくり

があり、皆さんとても楽しみにしています。地域での

活動は、お互いの見守りにもつながっています。 

  

月二回、十数名の会員で練習会をしています。皆さ

んは、「一緒に学びお互いに勇気づけ合っています。」

と話されていました。「気持ちを強く持って打ち込め

ば、年齢は関係ない」と、現在は新しい曲「長崎の鐘」

の練習に励んでいます。 

生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）として地域のお宝（集いの場）に訪問さ

せていただきました。「自分がどのような状態になってもこの地域で暮らしていける地域づく

り」と話をさせていただいております。お宝がキッカケで地域がつながり、地域の課題を地域

で解決できるように、地域の皆さん考えてみてはいかがですか。 

生活支援コーディネーター です！ 
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生活支援体制整備事業 

米山・南方圏域 

～人・心・地域をひとつに～ 

よっぺす 

 

江浪行政区の高橋さん(88歳)、熊谷さん(93歳)

はグラウンドゴルフ仲間です。秋に開催する「環境

美化ボランティア活動」に毎年欠かさずに参加。日

頃から体を動かすことを苦にしないことが、ご長寿

の秘訣です。 

 

中新田老人クラブ「はれやか世代」会員有志４

人は『おともだち大作戦』と称し助け合い活動を行

なっています。プロには頼みづらい“ちょこっとした”

大工仕事や修理など、地域高齢者からの依頼に駆

けつけお悩みを解決しています。 

  

米山総合保健福祉センターでは月・水・金曜日

の午前１０時から午後３時まで、セルフカフェ『カフ

ェよっぺす』をオープンしています。友達とのおし

ゃべりや、ちょっとした打合せの場所として、市内

の皆さんのくつろぎの場としてご利用ください。 

 

日本キャンプ協会会員、新町行政区佐藤氏を

講師に迎え「よっぺす講座」を開催しました。水を使

わず調理できるダッチオーブンで作ったカレーの

味は絶品で、災害時にも大いに役立つ“魔法の

鍋”に皆さん興味津々でした。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 取材・編集：米山・南方圏域担当 生活支援コーディネーター 千葉 真由美 

今回もお邪魔させていただきました地域の皆様。取材のご協力をいただき大変ありがとうご

ざいました。取材期間が長かったため季節にそぐわない写真もあるかと思いますが、どの記事

にも取材に応じていただいた皆様への想いがぎっしりと詰まっていると自負しております。今

後も「支え合い・見守り・文化の伝承」など、まだまだ隠れているお宝を探しに皆さんのとこ

ろにお邪魔したいと思います。 

 

 

 

県の表彰を受けた「西郷支部子ども安全見守り

隊」。月曜日と金曜日の週２回、２か所に分かれて

街頭指導を行っています。活動を通して子供達と

ふれあう機会も増えたと話す笑顔のお二人。見守

り隊は地域を支えてくれる頼もしい存在です。 

 

知っている曲は一緒に口ずさむ…。北本郷行政

区「教養創作部」では、行事の一環として月に２回ほ

どカラオケの日を設けています。マイクを握る皆さん

の声は驚くほど若々しく、カラオケが若さを保つ薬と

なっているようです。 

 

料理上手の会員さんがそろう大岳ミニデイで

は、唐辛子の収穫時期に合わせて浅漬けの素作

りを行っています。作り続けて9年目となるこの浅

漬けの素は、どんな野菜も色鮮やかに漬かり、会

員さんの食卓に彩りを添えてくれるといいます。 

 

老舗呉服屋の「ほしや」さんでは、もてなし上手

の奥さんが、毎日のようにお茶っこ会を開いていま

す。集まる常連さん達はほとんどの方が古くからの

お付き合いで、ここに出掛けて来ることでお互いの

見守り合いにも繋がっています。 

生活支援コーディネーター です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロンの日以外はそれぞれ畑仕事。サロンの日は

畑で収穫したものを持ち寄り、試食しながら楽しくおし

ゃべりしています。お昼は、あお弁当をとって皆さんで

食事。そして、昼食の後は気心知れた人たちとお昼寝

をします。一人よりみんなでお昼寝した方が安心でき

るようです。 

10 

 

 

 

今ではなかなか見かけることが無くなったしめ縄づ

くり。二ツ屋では老人クラブの方々が中心となり、お祭

り用やお正月用のしめ縄をみんなで協力しながら作

成しています。次世代に受け継ぐために後継者を探し

ています！ 

! !  

１１月３日(日)に開催した青空マーケット＆だがし屋

カフェはおかげさまで大盛況でした。１年間の休養を

終え、パワーアップした豊里町ボランティア友の会の

方々に大活躍していただき、最後はみんなでおしるこ

をぱくっ！みんなで一つのことをやりっきった笑顔は

最高でした。地域の方々のパワーは無限大です!! 

 

豊里でも仲間づくりを気軽にできる場所を…と『水

辺のカフェおもてなし』ができました。顔を合わせなく

ても話ができる時代ですが、雄大な北上川を眺め、コ

ーヒーを飲んでホッと一息ついて、顔を合わせておし

ゃべりしませんか？ 

～人と人とをつなぐ～ 

ゆいっこ 
生活支援体制整備事業 

豊里・津山圏域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風１９号で被害にあった近所同士で片付け合っ

たり、比較的被害が少なかった家で炊き出しや差し

入れを持ってきたりとご近所同士の支え合いやおた

がいさまの精神が見られました。もちろん各地域から

のボランティアによる応援も、とても力になりました。 

11 取材・編集：豊里・津山圏域担当 生活支援コーディネーター 長谷川 唯 

 

 

 

しばらく休止していた宮町ミニデイがついに復活

しました。「他でやってて、おらほでやってなかったか

ら出来て嬉しい‼」との声がたくさん上がりました。

「顔を合わせてお話するだけでもいいよね！」と、ミニ

デイ復活をとても喜ばれていました。 

 

買い物に来たついでに、かせがいやさんの隅にあるテ

ーブルに座って茶話会。ちょっとした世間話や情報共有

をしています。買い物をして、お話をして、みんなの顔を見

て安心して…得することばかり！夕飯のメニューもここで

決まります！ 

 

津山地区地域課題解決検討会議に津山地区

協議体委員の方々と一緒に参加しました。宮城県

サポートセンター支援事務所の真壁さおり氏を講

師に津山町の課題や、これからの地域づくりにつ

いて改めて考えるきっかけとなりました。 

生活支援コーディネーター です！ 

台風 19 号について… 

今回の台風 19 号で被害にあわれた方々には心よりお見舞いと一日も早い復興をお祈りして

います。担当している津山町が被害にあい、たくさんのボランティアの皆さんに助けを頂き、豊

里・津山圏域担当生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして、一住民として感謝申し上げます。 
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おたがいさま 
～たすけ合い・ささえ合い・おらほの宝～ 

ご近所さんの小さな困ったに、気づけていますか？ 

皆さんの暮らしているところはどのような地域でしょう。ご近所であいさつが交わされたり、ちょっとしたことは気軽に

頼みあえる関係になっていますか。助けあい活動は、子どもから高齢者まで、誰もが助けたり、助けられたりするもので

あり、“おたがいさま”の気持ちで取り組むものです。「できること」「してほしいこと」を「ありがとう」を合言葉に交換する

ものともいえます。様々な人たちが参加して行うことで、さらに地域がつながり、助けあうことの楽しさが倍増します！ 

私は、ご近所さんに

どんなことができ

るかしら… 

オレがじいさん 

になったら、どん

なことを手伝って

ほしいだろうか… 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 


